
 

浦安市総合公園には、ビオトープがあるのをご存知ですか。 

総合公園の境川側、境川の突端にこんもりとした森と池があります。この森は

埋め立て後の試験植栽として植えられた樹木が育ったものです。時間をかければ

埋立地にも立派な森ができるのですね。 

「ビオトープ」（生き物の生息場所）の池は、開発で失われていく生き物の生息

地として作られました。総合公園の計画の中で、市民の提案により実現したもの

です。生き物を守るため、また水深が深いため、立ち入り禁止としています。ご

理解をお願いいたします。 

「総合公園友の会」は浦安市の「公園等の里親制度」に登録し、ビオトープの

観察、生物調査、観察会の開催を中心に活動しています。 

今後は、総合公園をより豊かな自然が息づく「ふるさと」になるよう、どこま

でできるかわかりませんが、ドングリから育てた苗を使って「里山」（落葉の林）、

「鎮守の森」（常緑の森）を創出して行きたいと考えています。 

ビオトープの生き物の観察を続けながら、自然豊かな公園を一緒に創ってみま

せんか。 

「総合公園友の会」は、原則、毎月第３土曜日 １０：００～ 総合公園管理

棟前に集合してから活動しています。ご興味のある方はお越し下さい。 

お問合せ、参加・体験のお申込み：０４７（３５２）６７７８（後藤） 

【 総合公園のビオトープと「総合公園友の会」 】 



【 総合公園ビオトープ観察会のご案内 】 
 

「総合公園友の会」では、暖かい間、月１回ビオトープの生き物
の観察会を行ないます。ビオトープの生き物を観察できる機会です
のでご参加下さい。 
   ５月１６日（土） １０：３０～１１：３０ 

６月２０日（土） １０：３０～１１：３０ 
７月１８日（土） １０：３０～１１：３０ 

○集合場所：総合公園管理棟前＊雨天の場合は中止（管理棟に掲示） 
○持ち物：汚れてもよい服装、飲み物、あれば双眼鏡など 
【お問合せ、参加・体験のお申込み：０４７（３５２）６７７８（後藤）】


